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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンピュータが実行する方法であって、
（Ａ）転写システムが、第１の概念を符号化している第１の特徴を有する第１の符号を含
む文書を特定するステップであって、前記第１の符号は第１のコード及び第１のデータに
関連付けられていることを特徴とするステップと、
（Ｂ）描画機能が、前記第１のコードを描出することなく前記第１の特徴に基づいた視覚
的特徴をもたせるように前記第１のデータを描出するステップと、
（Ｃ）検証サブシステムが、前記描出が正確なものであるか否かの第１の指標をユーザか
ら受領するステップと、
（Ｄ）前記検証サブシステムが、前記ユーザから受領した前記第１の指標に基づき、前記
第１のデータが前記第１の概念を表すものであるか否かを示す前記第１の符号の検証ステ
ータスを特定するステップであって、
（D）（１）前記描出の前記第１の指標が正確であることを示すならば、前記第１の符号
が正確であることを示す該第１の符合の検証ステータスを特定するステップと、
（D）（２）さもなければ、前記第１の符号は不正確であることを示す該第１の符合の検
証ステータスを特定するステップと、を含むステップと、
（Ｅ）前記第１の符号の前記検証ステータスが該第１の符号が不正確であることを示すな
ら、前記検証サブシステムが、該第１の符号の前記第１の特徴を修正するステップと、
を含んでいることを特徴とする方法。
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【請求項２】
第１の特徴は、第１の符号と第２の符号との間に特定の関係を含み、ステップ（Ｅ）は該
第１の符号と該第２の符号との間の該特定の関係を修正することを含んでいることを特徴
とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
第２の符号は第１の符号を含み、第１の特徴は該第２の符号内に該第１の符号を含み、ス
テップ（Ｅ）は、該第２の符号から該第１の符号を除去することを特徴とする請求項２記
載の方法。
【請求項４】
第１の符号と第２の符号はばらばらであり、第１の特徴は文書内の第１の特徴識別子によ
って表されていることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項５】
ステップ（Ｅ）は特定の関係の切断を含んでいることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項６】
第２の符号は第２のコードおよび第２のデータに関連付けられ、ステップ（Ｂ）は、前記
第２のデータに基づいて前記第１のデータが視覚的特徴を有するように描出することを含
んでいることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項７】
ステップ（Ｂ）は第２のコードの描出を含まないことを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
（Ｆ）ユーザから受領した第１の指標に基づいて、第２の符号の検証ステータスを特定す
るステップをさらに含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
（Ｇ）第２の符号の検証ステータスは第１の符号の検証ステータスに基づいて特定された
ことを示す記録を文書内に保存するステップをさらに含んでいることを特徴とする請求項
８記載の方法。
【請求項１０】
ステップ（Ｃ）は描出が正確であるか否かを示す第１の入力をユーザから受領することを
含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１１】
ステップ（Ｃ）は第１のデータの描出に応答したユーザによる入力が存在しないことを特
定することを含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１２】
第２の符号は第１の符号と第３の符号とを含んでおり、該第３の符号は第３のコードおよ
び第３のデータと関連しており、ステップ（Ｂ）は該第３のコードも該第３のデータも含
んでいないことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１３】
第１のデータは第１のテキストを含み、ステップ（Ｄ）は第１の符号の検証ステータスの
特定を含んでおり、該第１の符号の該検証ステータスは前記第１のテキストが第１の概念
を記述するか否かを示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１４】
ステップ（Ｃ）は第１のデータの検証ステータスを示すユーザによる第２の指標の受領を
さらに含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１５】
（Ｆ）第１の符号の検証ステータスの記録を文書内に保存するステップをさらに含んでい
ることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１６】
ステップ（Ｄ）は第１のデータが第１の特徴を有した概念を表すか否かを確認するステッ
プを含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１７】
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コンピュータ読取媒体に利用可能な形態で記録されているコンピュータ実行可能インスト
ラクションを含んだコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、該インストラクショ
ンは、
第１の概念をコード化する第１の特徴を有し、第１のコードおよび第１のデータと関連す
る第１の符号を含む文書を特定させ、
前記第１のコードを描出させずに、前記第１の特徴に基づいた視覚的特徴を第１のデータ
に持たせ、
前記描出が正確であるか否かの第１の指標をユーザから受領させ、
該ユーザから受領した前記第１の指標に基づいて、前記第１のデータが前記第１の概念を
表しているか否かを示す前記第１の符号の検証ステータスを特定させるインストラクショ
ンを含んでおり、
該特定させるインストラクションは、
前記第１の指標が前記描出が正確であることを示すならば、前記第１の符号が正確である
ことを示す該第１の符号の検証ステータスを特定させ、
さもなければ前記第１の符号が不正確であることを示す該第１の符号の検証ステータスを
特定させ、
前記第１の符号の前記検証ステータスが該第１の符号が不正確であることを示すならば、
該第１の符号の前記第１の特徴を修正させるインストラクションを含んでいることを特徴
とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１８】
第１の特徴は、第１の符号と第２の符号との間に特定の関係を含んでおり、修正するイン
ストラクションは該第１の符号と該第２の符号との間の該関係を修正するインストラクシ
ョンを含んでいることを特徴とする請求項１７記載の記録媒体。
【請求項１９】
コンピュータ実行可能インストラクションは、ユーザから受領した第１の指標に基づいて
第２の符号の検証ステータスを特定させるインストラクションをさらに含んでいることを
特徴とする請求項１７記載の記録媒体。
【請求項２０】
コンピュータ実行可能インストラクションは、第１の符号の検証ステータスの記録を文書
に保存させるインストラクションをさらに含んでいることを特徴とする請求項１７記載の
記録媒体。
【請求項２１】
視覚的特徴はテキストフォーマット化の特徴を含んでいることを特徴とする請求項１記載
の方法。
【請求項２２】
視覚的特徴はボールド体を含んでいることを特徴とする請求項２１記載の方法。
【請求項２３】
第１のデータは第１のテキストを含んでいることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項２４】
（Ｆ）ステップ（Ａ）に先立って、音声を表すオーディオストリームを認識し、第１のテ
キストを生成するために自動音声認識装置を利用するステップをさらに含んでいることを
特徴とする請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
文書は第１の符号内に含まれていない第２のテキストをさらに含んでいることを特徴とす
る請求項２３記載の方法。
【請求項２６】
第１の指標は第１のテキストに対する修正を特定する入力を含んでいることを特徴とする
請求項２３記載の方法。
【請求項２７】
第１の指標は第１のテキストのテキストフォーマット化特徴に対する修正を特定する入力
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を含んでいることを特徴とする請求項２６記載の方法。
【請求項２８】
ステップ（Ｆ）は第１の符号への記録の保存を含んでいることを特徴とする請求項１５記
載の方法。
【請求項２９】
視覚的特徴はテキストフォーマット化特徴を含んでいることを特徴とする請求項１７記載
の記録媒体。
【請求項３０】
ステップ（F）は第1のテキストに基づいた第１の符号の自動的な発生を含んでいることを
特徴とする請求項２４記載の方法。
【請求項３１】
第１のデータは第１のテキストを含み、コンピュータ実行可能インストラクションは、音
声を表すオーディオストリームを認識して、前記第１のテキストを生成するための自動音
声認識装置を使用し、前記第１のテキストに基づいて第１の符号を自動的に発生させるイ
ンストラクションをさらに含んでいることを特徴とする請求項１７記載の記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、コンピュータ実装方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　人間の発話に基づいて構造化テキスト文書を生成することは、多くの分野で望まれる。
司法界においては、例えば、転写士は、証言の書面筆記録を作成するために、公判中およ
び供述中に得られた証言を転写する。同様に、医学界では、医師やその他の医療従事者に
よって口述された診断、予後、処方、およびその他の情報の筆記録が作成される。これら
、およびその他の分野の筆記録は、最終的な筆記録に対する依存性や不正確なために発生
する被害（患者に間違った処方箋を渡す等）のために、典型的に、非常に正確（元の発話
の意味内容と最終的な筆記録の（意味）内容との間の対応度で測定）であることが必要で
ある。
【０００３】
　非常に正確な筆記録を初回に作成することは、以下における変動等、多様な理由により
困難な場合がある。（１）転写される発話の話し手の特徴（例えば、アクセント、音量、
方言、速度）、（２）外部状況（例えば、背後の騒音）、（３）転写士または転写システ
ム（例えば、聴力または音声捕捉能力が不完全、言語の理解が不完全）、または（４）記
録／送信媒体（例えば、紙、アナログ式オーディオテープ、アナログ式電話ネットワーク
、デジタル電話ネットワークに適用された圧縮アルゴリズアナログ式電話ネットワーク、
デジタル電話ネットワークに適用された圧縮アルゴリズム、および携帯電話チャネルによ
る騒音／副作用）。
【０００４】
　従って、筆記録の第1の草稿は、人間の転写士によって作成されても、自動音声認識シ
ステムに作成されても、多様な誤りを含む可能性がある。典型的に、含まれている誤りを
修正するために、このような草稿文書を校正および編集することが必要である。修正が必
要な筆記録は、例えば、以下のいずれかを含むことができる。語句または語連鎖の欠落、
語句の過剰、つづりの誤り、または、誤って認識された語句、句読点の欠落または過剰、
および、不正な文書構造（不正、欠落、または冗長したセクション、番号、段落またはリ
スト）。
【０００５】
　しかしながら、一部の状況では、逐語的な筆記録は望まれない。事実、転写士は、書面
筆記録に多様な変更を意図的に導入する場合がある。例えば、転写士は、自然な発話効果
（例えば、間投詞、口ごもり、出だしの言い直し）を除去したり、無関係な発言や意見を
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廃棄したり、データを標準形に変換したり、見出しやその他の説明的語句を挿入したり、
または、書面報告書の構造に合わせて発話の順序を変更したりする。
【０００６】
　さらに、形式要件によっては、正しく転写された語句でも編集して、このような語句が
形式要件に準じるようにすることが必要な場合がある。例えば、省略語や頭字語は、文字
を略さずに書くことが必要な場合がある。これは、転写の誤りがなくても、適用が必要な
一種の「編集パターン」の一例である。
【０００７】
　このような誤りの修正やその他の編集は、人間の校正者によって実施されることが多い
が、細かい作業で、時間がかかる上に、費用がかかる可能性があり、また、これ自体、誤
りを生じやすい。一部の場合には、草稿生成過程の不確実性の自動生成統計的測定を使用
して、誤りの検出や修正が試みられる。
【０００８】
　例えば、自然言語プロセッサ（ＮＬＰ）や自動音声認識装置（ＡＳＲ）のどちらも、こ
のような「信頼基準」を作成する。しかしながら、これらの信頼基準は、信頼性が低い場
合が多いため、これらに依存する誤りの検出や修正の利用価値は限定される。
【０００９】
　さらに、報告書またはその他の構造化文書では、テキストだけでなく、データを含むこ
とが望ましい場合がある。このような場合、ただ、発話された語句をテキストとして捕捉
するだけでなく、これらの語句からデータを抽出して、報告書にデータを含むことが目標
となる。データは、報告書に含まれるが、文書が描画される場合に、ユーザに明示的に表
示される場合、またはされない場合がある。ユーザに表示されない場合でも、データのコ
ンピュータ読取可能な性質によって、テキストだけでは実施が困難または不可能になる多
種の処理で有用になる。
【００１０】
　例えば、医師の自由形式の発話から生成された草稿報告書を検討する。このような草稿
報告書は、（１）医師の発話のテキスト筆記録、および（２）転写された発話に注釈を付
けるコード（「タグ」または「注釈」とも呼ばれる）の両方を含むことができる。このよ
うなコードは、例えば、ＸＭＬタグ形式をとることができる。
【００１１】
　医師の発話は、発話の構造が書面報告書の望ましい構造と一致しない可能性がある、と
いう意味での「自由形式」の場合がある。口述している場合、医師（およびその他の話し
手）は、典型的に、最終報告書の構造を示唆または暗示するだけである。このような「構
造」は、例えば、報告書のセクション、段落、および列挙を含む。自動システムは、発話
によって暗示される構造化文書を特定して、構造を有する報告書を作成しようとする場合
があるが、このような処理は誤りを生みやすい。例えば、システムは、特定の発話に対応
するテキストを、報告書の間違ったセクションに挿入する場合がある。
【００１２】
　同様に、システムは、ある種のデータに対応するテキストとしてではなく、アレルギー
を記述しているとして、テキストを間違って分類する場合がある。このような誤りは、テ
キストに適用されている不正な符号化によって、文書に反映されることになる。例えば、
「ペニシリンは蕁麻疹を発生させる」という文を検討する。このテキストは、例えば、「
ペニシリン」というテキストを、アレルギー源としてではなく、現在の薬物治療として符
号化することによって、不正に符号化される場合がある。
【００１３】
　データが発話から抽出される場合、このようなデータは正確に符号化されることが望ま
しい。しかしながら、発話からデータを抽出して構造化文書を作成する既存システムの中
には、人間が抽出データの正確性を検証するようなメカニズムを提供しないものがあるの
で、このような文書の正確性に対する信頼性を限定する。
【００１４】



(6) JP 5167256 B2 2013.3.21

10

20

30

40

50

　一部のシステムでは、抽出データの正確性を検証できるが、文書のテキスト内容が、音
声認識の誤りを検証された後、別の作業ステップとして行われるだけである。このデータ
検証処理は、抽出されたコード自体を表示するステップが関与するので、文書のデータを
符号化するために一般的に使用されるＣＭＶ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｍｅｄｉｃａｌ　
Ｖｏｃａｂｕｌａｒｙ）等、符号化システムの複雑性により、検証処理は困難になる。従
って、抽出データを検証するためのこのような既存技術は、有用性が限定される。
【００１５】
　従って、発話から文書に抽出されるデータの正しさを検証するために、改善された技術
が必要とされる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本出願は、２００６年６月２２日に提出された米国仮申請番号第６０／８１５，６８９
号、「Ｖｅｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｅｘｔｒａｃｔｅｄ　Ｆａｃｔｓ」、２００６
年６月２２日に提出された米国仮申請番号第６０／８１５，６８８号、「Ａｕｔｏｍａｔ
ｉｃ　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｄｅｃｉｓｉｏｎ　Ｓｕｐｐｏｒｔ」、２００６年６月２２日
に提出された米国仮申請番号第６０／８１５／６８７号、「Ｄａｔａ　Ｅｘｔｒａｃｔｉ
ｏｎ　Ｕｓｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｌｅｖｅｌｓ」に対する優先権の利益を請求し、参
照により、全体を本出願に組み入れる。
【００１７】
　本出願書は、２００４年８月２０日に提出された、共同係属中、共同所有の米国仮申請
番号第１０／９２３，５１７号、「Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ　ｏｆ　
Ｓｅｍａｎｔｉｃ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　ａｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ　Ｓｔｒ
ｕｃｔｕｒｅｄ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　ｆｒｏｍ　Ｓｐｅｅｃｈ」に関連し、参照により本
出願に組み入れる。
【００１８】
　事実は発話から抽出されて、符号化を使用して文書に記録される。各符号化は、抽出さ
れた事実を表し、コードおよびデータを含む。コードは、抽出された事実の種類を表すこ
とができ、データは、抽出された事実の値を表すことができる。符号化のデータは、符号
化の特定の特徴に基づいて描写される。例えば、符号化が「アレルギー」として指定され
ていることを示すために、データは太字テキストとして描画される。このように、符号化
の特定の特徴（例えば、「アレルギー」があること）は、データが描画される手法を修正
するために使用される。ユーザは、描画を検査して、描画に基づいて、符号化が特定の特
徴を有するとして正確に指定されたかどうかの指示を提供する。ユーザの指示のレコード
は、符号化自体の内部等に保管することができる。
【００１９】
　例えば、本発明の一実施形態は、（A）第１の機能を有する第１の符号化を有する文書
を特定するステップであって、第1の符号化は第1のコードに関連付けられ、第1のコード
は第1のデータを有する、ステップと、（B）第1の特徴に基づいて第1のデータを描画する
ステップと、（C）描画の検証ステータスについて、ユーザによる第1の指示を特定するス
テップと、（D）描画の検証ステータスに基づいて、第1の特徴の検証ステータスを特定す
るステップであって、（D）（１）描画の検証ステータスが描画が正確であることを示す
場合、第1の特徴が正確であることを示す第1の特徴の検証ステータスを特定するステップ
と、（D）（２）そうでなければ、第1の特徴は不正確であることを示す第1の特徴の検証
ステータスを特定するステップと、を含む、ステップと、（E）第1の特徴の検証ステータ
スに基づいて、第1の符号化の検証ステータスを特定するステップと、を含むコンピュー
タ実装方法である。
【００２０】
　本発明の別の実施形態は、第１の特徴を有する第１の符号化を含む文書を特定するため
の文書特定手段であって、第１の符号化は第１のコードに関連付けられ、第１のコードは
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第１のデータを有する、手段と、第１の特徴に基づいて、第１のデータを描画するための
描画手段と、描画の検証ステータスについて、ユーザによる第１の指示を特定するための
ユーザ指示手段と、描画の検証ステータスに基づいて、第１の特徴の検証ステータスを特
定するための第１の特徴検証ステータス特定手段と、を備え、第１の特徴検証ステータス
特定手段は、描画の検証ステータスが描画が正確であることを示す場合は、第１の特徴が
正確であることを示す第１の特徴の検証ステータスを特定するための手段と、そうでなけ
れば、第１の特徴が不正確であることを示す第１の特徴の検証ステータスを特定するため
の手段と、を備える装置である。装置は、第１の特徴の検証ステータスに基づいて、第１
の符号化の検証ステータスを特定するための、第１の符号化検証ステータス特定手段をさ
らに含むことができる。
【００２１】
　本発明の別の実施形態は、（Ａ）第１の符号化を有する文書を特定するステップであっ
て、第１の符号化は第１のコードと第２のコードに関連付けられ、第１のコードは第１の
データを有する、ステップと、（Ｂ）第２のコードに基づいて第１のデータを描画するス
テップと、（Ｃ）描画の検証ステータスについて、ユーザによる第１の指示を特定するス
テップと、（Ｄ）描画の検証ステータスに基づいて、第２のコードの検証ステータスを特
定するステップであって、（Ｄ）（１）描画の検証ステータスが描画が正確であることを
示す場合、第２のコードは正確であることを示す第２のコードの検証ステータスを特定す
るステップと、（Ｄ）（２）そうでなければ、第２のコードは不正確であることを示す第
２のコードの検証ステータスを特定するステップと、を含むステップと、を含むコンピュ
ータ実装方法である。
【００２２】
　本発明の別の実施形態は、（Ａ）第１の特徴を有する第１の符号化と、第２の符号化を
含む文書を特定するステップであって、第１の符号化は、第１のコードに関連付けられ、
第１の検証ステータスレコードは第１の符号化の第１の検証ステータスを示し、第２の符
号化は第２のコードに関連付けられ、第２の検証ステータスレコードは、第２の符号化の
第２の検証ステータスを示す、ステップと、（Ｂ）第１のデータの第１の描画を作成する
ために第１の特徴に基づいて第１のデータを描画するステップと、（Ｃ）第１の符号化の
第１の検証ステータスに対する修正について、ユーザによる第１の指示を特定するステッ
プと、（Ｄ）ユーザによる第１の指示を反映するように、第１の検証ステータスレコード
を編集することによって、変更された第１の検証ステータスは第２の検証ステータスとは
異なるステップと、を含むコンピュータ実装方法である。
【００２３】
　本発明の別の実施形態は、第１の特徴を有する第１の符号化と、第２の符号化を含む文
書を特定するための文書特定手段であって、第１の符号化は、第１のコードに関連付けら
れ、第１の検証ステータスレコードは第１の符号化の第１の検証ステータスを示し、第２
の符号化は第２のコードに関連付けられ、第２の検証ステータスレコードは、第２の符号
化の第２の検証ステータスを示す、手段と、第１のデータの第１の描画を作成するために
第１の特徴に基づいて第１のデータを描画するための描画手段と、第１の符号化の第１の
検証ステータスに対する修正について、ユーザによる第１の指示を特定するためのユーザ
指示手段と、ユーザによる第１の指示を反映するように、第１の検証ステータスレコード
を編集することによって、変更された第１の検証ステータスは第２の検証ステータスとは
異なるようにするためのレコード変更手段と、を備える装置である。
【００２４】
　本発明の多様な態様と実施形態のその他の特徴と利点は、以下の詳細説明と請求項から
明らかになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態に従い、発話から抽出されたデータの符号化を
検証するためのシステム１００のデータの流れ図が示される。図２を参照すると、本発明
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の一実施形態に従う図１のシステム１００により実施される方法２００の流れ図が示され
る。
【００２６】
　転写システム１０４は、草稿筆記録１０６を作成するために、発話のオーディオストリ
ーム１０２を転写する（ステップ２０２）。発話のオーディオストリーム１０２は、例え
ば、患者の診察を説明する医師により口述される場合がある。発話のオーディオストリー
ム１０２は、任意の形を取ることができる。例えば、直接または間接的に（電話またはＩ
Ｐ接続として）受信されたオーディオストリーム、または、任意の媒体で任意の形式で記
録されたオーディオストリームにすることができる。
【００２７】
　転写システム１０４は、例えば、自動音声認識機能または、自動音声認識機能と人間の
転写士との組み合わせを使用して、草稿筆記録１０６を作成することができる。転写シス
テム１０４は、例えば、上記の関連特許出願で開示された「Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｅｘｔ
ｒａｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｅｍａｎｔｉｃ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　ａｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　ａ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　ｆｒｏｍ　Ｓｐｅｅｃｈ」
の任意の技術を使用して、草稿筆記録１０６を作成することができる。説明されるように
、草稿筆記録１０６は、発話のオーディオストリーム１０２の文字（逐語的）の筆記録ま
たは文字意外の筆記録のいずれかであるテキスト１１６を含むことができる。さらに詳細
を説明するように、草稿筆記録１０６は、プレーンテキスト文書にすることができるが、
草稿筆記録１０６は、例えば、全体としてまたは部分的に、文書のセクションを区別する
ＸＭＬ文書やその他の種類の文書構造のような構造化文書にすることもできる。構造化文
書を符号化するため、および構造化文書に何らかの方式で関連している個別の事実（デー
タ）によって構造化テキストの部分に注釈を付けるために、多様な基準が存在する。医学
文書を符号化するための既存技術の例としては、ＨＬ７　ＣＤＡ　ｖ２　ＸＭＬ基準（２
００５年５月からＡＮＳＩが承認）、ＳＮＯＭＥＤ　ＣＴ、ＬＯＩＮＣ、ＣＰＴ、ＩＣＤ
－９およびＩＣＤ－１０およびＵＭＬＳを含む。
【００２８】
　図１に示されているように、草稿筆記録１０６は、１つ以上の符号化１０８を含み、そ
れぞれは、発話のオーディオストリーム１０２から抽出された「概念」を符号化する。「
概念」という用語は、上記の関連特許出願「Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ
　ｏｆ　Ｓｅｍａｎｔｉｃ　ｃｏｎｔｅｎｔ　ａｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ
　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　ｆｒｏｍ　Ｓｐｅｅｃｈ」で定義されてい
るように使用される。参照番号１０８は、一般的に、草稿筆記録１０６内の符号化全てを
参照するために使用される。図１には２つの符号化として１０８ａと１０８ｂだけが示さ
れているが、草稿筆記録１０６は、任意の数の符号化を含むことができる。
【００２９】
　医学報告書においては、各符号化１０８は、例えば、アレルギー、処方箋、診断または
予後を符号化することができる。一般的に、符号化１０８の各々は、コードと対応するデ
ータを含む。例えば、符号化１０８ａは、コード１１０ａと対応するデータ１１２ａを含
む。同様に、符号化１０８ｂは、コード１１０ｂと対応するデータ１１２ｂを含む。
【００３０】
　コード１１０ａは、例えば、符号化のタイプを示すことができるが（符号化１０８ａが
、処方箋ではなく、アレルギーを表現する等）、データ１１２ａは、符号化１０８ａの値
を表現することができる（「アレルギー」の種類の符号化に対する「ペニシリン」等）。
発話から符号化１０８を生成するために使用することができる技術の例は、上記の関連特
許出願「Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｅｍａｎｔｉｃ　ｃｏｎ
ｔｅｎｔ　ａｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ　Ｄｏｃｕ
ｍｅｎｔ　ｆｒｏｍ　Ｓｐｅｅｃｈ」に見つけることができる。
【００３１】
　以下の検討の目的のために、一例が使用されるが、ここでは、発話のオーディオストリ



(9) JP 5167256 B2 2013.3.21

10

20

30

40

50

ーム１０２は、２つのアレルギーを報告する患者の診察についての医師による口述を表す
。図４Ａを参照すると、この例では、オーディオストリーム１０２で発話された正確な語
句を表すテキスト４００が示される。図４Ａに示されているように、医師は、発話のオー
ディオストリーム１０２の中で、患者にはペニシリンに対するアレルギーがあり、これま
でに、ピーナッツバターに対するアレルギー反応を起こしたことがあることを話し始める
。
【００３２】
　図４Ｂを参照すると、発話のオーディオストリーム１０２の筆記録の描画４１０が示さ
れる。描画４１０は、例えば、草稿筆記録１０６の描画にすることができる。図４Ｂでは
、描画４１０は、発話４００の「新しい段落アレルギー句点」の語句から派生した、セク
ションの見出し４１２（「アレルギー」）を含む形式が整った報告書として示される。第
１のアレルギー説明４１４は、発話４００の「患者には、ペニシリンに対するアレルギー
があり、蕁麻疹を起こす」の語句から派生する。第２のアレルギー説明４１６は、発話４
００の「患者は、これまでにピーナッツバターに対するアレルギー反応を起こしたことが
あることも報告している」の語句から派生する。
【００３３】
　図４Ｃを参照すると、図４Ｂの描画４１０を作成した筆記録を表現する、ＸＭＬの構造
化文書４２０が示される。構造化文書４２０は、ここでは、草稿筆記録１０６の例として
、説明の目的で使用される。
【００３４】
　図１の符号化１０８に戻ると、符号化１０８ａは、例えば、蕁麻疹を発生するペニシリ
ンに対する患者のアレルギーを表現することができる。符号化１０８ａは、例えば、図４
Ｃに示されたＸＭＬ要素４２２ａとして実装することができる。符号化１０８ａ内で、コ
ード１１０ａは、ＸＭＬ要素４２４ａとして実装することができ、データ１１２ａはＸＭ
Ｌ要素４２６ａとして実装することができ、さらに、対応する連結されたテキスト１１８
ａに対するリンク１１４ａは、ＸＭＬ要素４２８ａとして実装することができる。
【００３５】
　同様に、符号化１０８ｂは、患者のピーナッツバターに対するこれまでのアレルギー反
応を表現することができ、図４Ｃに示されたＸＭＬ要素４２２ｂとして実装することがで
きる。符号化１０８ｂ内で、コード１１０ｂは、ＸＭＬ要素４２４ｂとして実装すること
ができ、データ１１２ｂはＸＭＬ要素４２６ｂとして実装することができ、さらに、対応
する連結されたテキスト１１８ｂに対するリンク１１４ｂは、ＸＭＬ要素４２８ｂとして
実装することができる。
【００３６】
　転写システム１０４が、人間の支援なしで、符号化されるデータを表現するテキストを
特定して、その結果として符号化を作成すると、転写システム１０４は、符号化に「自動
派生」というタグを付ける。例えば、符号化１０８ａは、本発明の一実施形態に従い、符
号化１０８ａを詳細に説明する図５に示されたように、派生タイプフィールド５０２ａを
含むことができる。一実施形態では、派生タイプフィールド５０２ａは、「手動派生」と
「自動派生」の許容値を有する。符号化１０８ａが人間が支援することなく作成された場
合、派生タイプフィールド５０２ａの値は、「自動派生」に設定することができる。
【００３７】
　図１に示された例では、符号化１０８ａ－ｂは、符号化１０８ａ－ｂに対応するテキス
ト１１８ａ－ｂをポイントするリンク１１４ａ－ｂを含む。しかしながら、符号化１０８
と、草稿筆記録１０６の特定のテキストとの間の対応の程度は、異なる場合がある。そし
て、草稿筆記録１０６は、符号化１０８と草稿筆記録１０６の特定のテキストとの間の対
応の明示的指示（例えば、リンク１１４ａ－ｂ）を含む場合も、含まない場合もある。再
び、図４Ａ－４Ｃの例を検討すると、草稿筆記録１０６は、蕁麻疹を発生させるペニシリ
ンに対するアレルギーを記述し、符号化１０８ａは、草稿筆記録１０６の「患者は、ペニ
シリンに対するアレルギーがあり、蕁麻疹を起こす」というテキストから派生した。この
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例では、符号化１０８ａと対応するテキストとの間には直接的な相関関係が存在する。こ
のような相関関係は、符号化１０８ａ自体に示すことができる。例えば、符号化１０８ａ
は、対応するテキストに連結するＸＭＬ要素４２８ａを含むことができる。
【００３８】
　しかしながら、符号化１０８ａのデータ１１２ａは、草稿筆記録１０６のテキスト１１
６によって暗示される、またはそうでなければ、これから派生することができる。例えば
、符号化１０８ａは、ペニシリンに代わるものが草稿筆記録１０６のテキストに明示的に
書かれていない場合でも、治療で使用するペニシリンに代わるものをコード化することが
できる。さらに、符号化１０８ａのデータ１１２ａは、草稿筆記録１０６のテキスト、ま
たは草稿筆記録１０６が派生した発話のオーディオストリーム１０２、との対応を有さな
い情報を表すことができる。
【００３９】
　結果として、符号化１０８ａがリンク１１４ａを含まない場合でも、このようなリンク
は、連結されたテキスト１１８ａとデータ１１２ａとの意味的同義を必ずしも示すもので
はなく、抽出に導かれるいくつかの証拠に対する、データ１１２ａの対応の非公式な注釈
を表す。例えば、符号化されたデータ１１２ａは、対応するテキストの一般的分類を表現
する可能性（例えば、「ペニシリンに対するアレルギー」は、薬アレルギーのコードによ
って注釈される可能性がある）、または、このような意味には明示的に連結しなくても、
対応するテキストの意味から派生した追加情報を含む可能性がある。例えば、医学報告書
の「身体検査」では、「温度３７．２℃」というテキストは、患者の現在の体温測定とし
て符号化される可能性がある。テキストの意味、つまり、「身体検査」セクションで発生
する事実は、テキスト／事実対応で明示的に参照されることがなくても、正しい解釈が必
要な内容を含むことに注意する。
【００４０】
　報告書生成処理のこの段階では、草稿筆記録１０６と符号化１０８ａ－ｂの両方のテキ
スト内容は、信頼性が低い。従来の音声認識がサポートされた転写のワークフローでは、
人間の編集者（医学用語専門家または口述筆記録している医師）が、草稿筆記録１０６を
見直して、テキスト１１６の誤りを修正することになる。本発明の実施形態は、符号化１
０８の誤りがさらに修正できるようになる。統合見直し処理を使用して、符号化１０８と
テキスト１１６の両方の正確性を検証できる技術例をここで説明する。
【００４１】
　符号化の「正確性」または「正しさ」等の用語は、ここでは、一般的に、符号化とそれ
に関連付けられるテキストとの間の意味的同等性の程度を言う。例えば、符号化１０８ａ
のコード１１０ａとデータ１１２ａが、連結されたテキスト１１８ａの内容に対応する場
合は、符号化１０８ａは「正確」または「正しい」と言うことができる。例えば、コード
１１０が「アレルギー」または「アレルギー源」コードで、データがペニシリンに対する
アレルギー反応を表す場合、対応する連結されたテキスト１１８ａは、「患者にはペニシ
リンに対するアレルギーがある」と述べているので、符号化１０８ａは正確である。特定
の用途では、符号化１０８ａの正確性は、コード１１０ａとデータ１１２ａの両方が正し
いことを要求しない場合がある。例えば、特定の用途では、コード１１０ａが正しければ
、データ１１２ａに対する参照をしなくても、符号化１０８ａは正確であると見なすこと
ができる。
【００４２】
　さらに一般的には、符号化の正しさ／正確性は、符号化の「特徴」を参照することによ
って決定することができる。例えば、ペニシリンは、「＜薬物＞」のコードと「ペニシリ
ン」のデータを有する「薬物」符号化を使用して、薬物として符号化することができる。
このペニシリン符号化は、さらに、「＜アレルギー源＞」のコードと、データとしてペニ
シリン符号化を有する「アレルギー源」符号化を使用して、アレルギー源として符号化す
ることができる。ＸＭＬでは、このようなＸＭＬ符号化は、「＜アレルギー源＞＜薬物＞
ペニシリン＜／薬物＞＜／アレルギー源＞として表現することができる。この簡素化され
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た例では、ペニシリン符号化は、アレルギー源はペニシリン符号化の「特徴」であるとし
てさらに符号化された、という事実が、ここで使用される。対応するテキスト（例えば、
「患者にはペニシリンに対するアレルギーがある」）がペニシリンをアレルギー源として
記述する場合、アレルギー源符号化の「アレルギーがあること」の特徴は、「正しい」ま
たは「正確」と言われる。このような符号化の特徴の検証、つまり、このような特徴が正
確であるかどうかを決定するための技術例を以下に説明する。
【００４３】
　例の中で説明したように、符号化は、別の符号化内に含まれている「特徴」を有するが
、これは、本発明の限定ではない。代わりに、特徴は、文書でその他の手法で表現するこ
とができる。別の例として、ペニシリン符号化は、「ペニシリンは、１つのアレルギー源
である」という形式、つまり、「ペニシリン」「１つの」および「アレルギー源」は、そ
れぞれ、対応する符号化またはその他のデータ構造によって表現される形式を有する表現
を使用して、アレルギーを表現する特徴を有することができる。この例では、アレルギー
源符号化はペニシリン符号化を含まない、つまり、アレルギー源符号化とペニシリン符号
化は、接続されていないが、ペニシリン符号化は、アレルギー源を表現する特徴を有する
。
【００４４】
　従って、符号化の特徴は、「１つの」関係、「の生成」関係、または「オーバーラップ
」関係等、符号化と別の符号化との関係にすることができる。特徴の場合には、対応する
テキストが関係を記述する場合、関係は「正しい」または「正確」と言うことができる。
【００４５】
　符号化１０８の正確性は、例えば、以下のように検証することができる。図１と２に戻
ると、特徴選択機能１３８は、検証される特徴１４０を選択する（ステップ２０４）。例
えば、特徴１４０は、「アレルギーがあること」、つまり、符号化１０８ａ－ｂがアレル
ギーを符号化したかどうかとすることができる。方法２００は、多様な方式のうちのいず
れかで、検証される特徴１４０を特定することができる。例えば、ユーザ１３０は、方法
２００を開始する前に、特徴１４０を指定することができる。代わりに、例えば、特徴１
４０は、システム１００のインストールまたは初期設定時にシステム管理者またはその他
の人によって指定することができる。この場合、ユーザ１３０は、検証される特徴１４０
を指定する必要はない（そして禁止される場合がある）。さらに、図２に示された方法２
００は、１つの特徴１４０を検証するだけであるが、複数の特徴を順番にまたは並列で検
証することができる。
【００４６】
方法２００は、描画機能１２４を使用して、草稿筆記録１０６の描画１２６を作成する。
描画１２６は、それぞれ、符号化１０８ａ－ｂの描画１２８ａ－ｂを含む。
【００４７】
　さらに特定すると、描画機能１２４は、草稿筆記録１０６の各符号化Ｃでループに入る
（ステップ２０６）。以下の説明では、方法２００は、第１の符号化１０８ａを実施する
と想定する。
【００４８】
　システム１００は、符号化１０８ａがステップ２０４で特定された機能１４０を有する
かどうかの決定に基づいて、視覚特性１２２ａを選択する、視覚特性選択機能１２０を含
む（ステップ２０６）。視覚特性の例、および、符号化１０８ａに基づいて視覚特性を選
択するために使用することができる技術を以下に説明する。しかし、一般的には、視覚特
性１２２ａは、符号化１０８ａからのコード１１０ａを表示することなく、符号化１０８
ａが特定された特徴１４０を有するかどうかの視覚的指示を提供する、任意の視覚特性と
して選択することができる。
【００４９】
　描画機能１２４は、符号化１０８ａを描画して、筆記録１０６の描画１２６内に符号化
１０８ａの描画１２８ａを作成する（ステップ２１０）。描画機能１２４は、符号化の描
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画１２８ａが選択された視覚特性１２２ａを持つように、選択された視覚特性１２２ａに
基づいて、符号化１０８ａを描画する。符号化１０８ａを描画するステップは、対応する
連結されたテキスト１１８ａおよび／または符号化１０８ａの要素の任意の組み合わせを
描画するステップを含むことができる。
【００５０】
　視覚特性１２２ａは、その意味をユーザ１３０に明らかに示すように、選択されなけれ
ばならない。例えば、視覚特性１２２ａがテキストの太字であれば、描画機能１２４は、
選択した特徴１４０を有する符号化を表現するテキストだけを太字にするように設定され
なければならない。そうでなければ、描画１２６の太字テキストの特定の場合は、選択し
た特徴１４０を有する符号化を示すために、または、その他なんらかの理由で強調を表す
ために太字になっているのか、がユーザ１３０に対して明確にならない。しかしながら、
太字にすることは、描画の対応する部分が、選択した特徴１４０を有する符号化を表現す
るかどうかをユーザ１３０に不明確に示す可能性がある、視覚特性１２２ａが選択される
場合の一例にしか過ぎない。
【００５１】
　方法２００は、筆記録１０６の残りの符号化に対して、ステップ２０８－２１０を繰り
返す（ステップ２１２）ことによって、視覚特性１２２ａ－ｂを選択して、筆記録１０６
の符号化１０８ａ－ｂの全てに対応する符号化の描画１２８ａ－ｂを作成する。
【００５２】
　視覚特性１２２ａ－ｂを選択する（ステップ２０６）ため、および視覚特徴１２２ａ－
ｂに基づいて符号化１０８ａ－ｂを描画する（ステップ２１０）ための技術例をここで説
明する。図３Ａを参照すると、草稿筆記録１０６の例になる、図４Ｃの筆記録例４２０の
描画例３００が示されている。
【００５３】
　図３Ａに示された描画３００では、２つの符号化１０８ａ－ｂが、表形式で描画される
。例として、表は、５つの行３０２ａ－ｅを含む。行３０２ａは、アレルギーの種類、行
３０２ｂはアレルギー源、行３０２ｃはアレルギー反応、行３０２ｄは対応する（連結さ
れた）テキストをそれぞれ示し、行３０２ｅはユーザ１３０によって使用されて、描画３
００の元になっている符号化が正しいかどうかを示す。表は、２列３０４ａ－ｂを含む。
列３０４ａは、第１の符号化１０８ａ（ペニシリンアレルギーを表現）で、列３０４ｂは
第２の符号化１０８ｂ（ピーナッツバターアレルギーを表す）を示す。
【００５４】
　この例では、特徴１４０は、「アレルギー」特徴で、描画機能１２４は、符号化がアレ
ルギーを符号化している場合、つまり、符号化に「アレルギー」特徴１４０がある場合の
みに、表３００に符号化を描画する。図１－３Ｂに示された特定の例では、符号化１０８
ａ－ｂのどちらもアレルギーを表し、結果として、描画機能１２４は、両方の符号化１０
８ａ－ｂの描画３０４ａ－ｂを含んでいる。しかしながら、符号化１０８ａ－ｂのうちの
１つが、アレルギーを表していない場合には、描画機能１２４は、表３００にその符号の
描画を提供しない。
【００５５】
　従って、図３Ａの例では、視覚特性選択機能１２０（図１）は次のように機能する。視
覚特性選択機能１２０が、選択された特徴１４０を有する符号化を見つけると、視覚特性
選択機能１２０は、図３Ａに示された列３０４ａ－ｂの形式を使用して、この符号化は描
画機能１２４によって描画されることを指定する。例えば、符号化１０８ａの場合、視覚
特性選択機能１２０は、「アレルギーの種類」行３０２ａのラベル（「薬」）を使用して
、符号化１０８が描画されることを指定する。このラベル（「薬」）は、この例のコード
１１０ａを表現するＸＭＬ要素４２４ａのＸＭＬ要素のテキスト（図４Ｃ）によってわか
るように、符号化１０８ａ自体のコード１１０ａのテキストとは同じでないことに注意す
る。結果として、ペニシリンアレルギーを表現する符号化１０８ａは、コード１１０ａ自
体（例えば、ＸＭＬ要素４２４ａ）を表示することなく、列３０４ａの内容を表示するこ
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とによって、ステップ２１０で描画される。図３Ａに示された描画３００は、筆記録１１
６のテキスト１１６の描画内に描画することができることに注意する。
【００５６】
視覚特性選択機能１２０が、選択した特徴１４０を有さない符号化を見つけると、視覚特
性選択機能１２０は、その符号化は描画機能１２４によって描画されないことを指定する
。
【００５７】
　図３Ｂを参照すると、同じ２つの符号化１０８ａ－ｂの描画３１０の別の例が示されて
いる。図３Ｂに示された描画３１０では、２つの符号化１０８ａ－ｂは、フォーマット済
みテキストを使用して描画される。テキストは、筆記録１０６の対象である患者の副作用
を記述するセクションの開始を示す、見出し３１２（「副作用」）を含む。見出し３１２
は、草稿筆記録１０６内のテキスト１１６の一部にすることができる。見出し３１２は、
発話のオーディオストリーム１０２の発話の筆記録にすることができる。しかしながら、
見出し３１２は、副作用に対応するテキストの検出に応答して、転写システム１０４によ
って作成することができる。
【００５８】
　また、描画３１０は、２つの符号化１０８ａ－ｂが派生した、元のテキストの描画３１
４も含む。アレルギー反応のアレルギー源を表すテキストは、描画３１４で太字で描画さ
れる。従って、この例では、太字と太字以外が、符号化１０８ａ－ｂが選択された特徴１
４０を有するかどうかに基づいて、視覚特性選択機能１２０によって選択された視覚特性
の例である。より具体的には、描画３１４は、第１の符号化１０８ａ（ペニシリンアレル
ギーを表す）の描画３１６を含む。描画３１６は、連結されたテキスト１１８ａを表示す
るが、この中で、「ペニシリン」という語句は、太字テキスト３１８で描画されているの
で、対応する符号化１０８ａがアレルギーとして符号化されていることを示す。これは、
符号化１０８ａが選択された特徴１４０を有するかどうかに基づいて、連結されたテキス
ト１１８ａ（つまり、「ペニシリン」）の描画を変更する例である。
【００５９】
　ここでも、テキスト「ペニシリン」の最終的な描画３１８は、コード１１０ａ（例えば
、ＸＭＬ要素４２４ａ）自体は含まないことに注意する。結果として、ペニシリンアレル
ギーを表す符号化１０８ａは、コード１１０ａ自体は表示せず、太字テキスト「ペニシリ
ン」を表示することによって、ステップ２１０で描画される。連結されたテキスト１１８
ｂの描画３２０内のテキスト「ピーナッツバター」の描画３２２でも、対応するコード１
１０ｂに関して、同じである。
【００６０】
　筆記録１０６が描画されると、描画３００または３１０を使用して、１つ以上の符号化
１０８ａ－ｂの特徴の正しさを検証、および／または、これら全体で１つ以上の符号化１
０８ａ－ｂを検証することができる。例えば、ユーザ１３０は、符号化１０８の１つ以上
の描画１２８の検証ステータスの１つ以上の指示を検証サブシステム１３２に入力するこ
とができる（図２、ステップ２１４）。
【００６１】
　ユーザ１３０は、この指示を多様な方式のいずれかで入力することができる。例えば、
ユーザ１３０は、検証サブシステム１３２に、符号化１０８ａの描画１２８ａの検証ステ
ータスを示す、明示的入力１３４を提供することができる。例えば、検証サブシステム１
３２は、ユーザ１３０に対して、符号化１０８ａ－ｂの各々の描画が正しいかどうかを指
示するように問い合わせることができる。このような問い合わせは、例えば、符号化１０
８ａの描画１２８ａを表示して、対応する連結されテキスト１１８ａを同時に表示するこ
とによって、および／または連結されたテキスト１１８ａが派生した発話のオーディオス
トリーム１０２の部分を同時に再生することによって、提供することができる。ユーザ１
３０は、これらのヒントを使用して、符号化１０８ａが、対応する連結されたテキスト１
１８ａおよび／または話されたオーディオを正確に符号化しているかどうかを決定するこ
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とができる。
【００６２】
　ユーザ１３０は、キーボードのキーを押す、または、グラフィカルユーザインターフェ
ースのボタンを押す等、多様な方式のいずれかで、検証入力１３４を提供することができ
る。一定の入力値（「Ｙ」等）は、ユーザ１３０が符号化１０８ａの描画１２８ａが正し
いと見なしていることを示すことができ、その他の入力値（「Ｎ」等）は、符号化１０８
ａの描画１２８ａが正しくないことを示すことができる。このような各入力値は、描画１
２８ａの異なる「検証ステータス」を示すことができる。
【００６３】
　図３Ａに示された描画例３００に関して、チェックボックス３０２ｅは、列３０４ａ－
ｂ内に表示することができる。このような例では、ユーザ１３０は、チェックボックスを
チェックすることによって「正しい」（つまり「検証済み」）という検証ステータス、ま
たは、チェックボックスをチェックしないことによって検証ステータスが「正しくない」
ことを示すために、対応する描画１２８ａ－ｂの各々に対して、検証入力１３４を提供す
ることができる。
【００６４】
　図３Ｂに示された描画例３１０に関して、ユーザ１３０は、（１）アレルギー反応を記
述する全てのテキストが、「副作用」セクションに含まれているか、（２）アレルギー陽
性反応のアレルギー源を記述する全てのテキストが太字であるか、および（３）「副作用
」セクションのその他のテキストが太字になっていないか、（例えば、「ピーナッツバタ
ーにアレルギーを起こさない」のような、否定の陰性の発見）について検証するように指
示される場合がある。
【００６５】
　この例では、ユーザ１３０は、次に、太字テキストを太字のまま、または、太字ではな
いテキストを太字ではないままにすることによって（従って、対応する符号化を検証（受
容））、または、太字テキストを太字ではないテキストに変更することによって（従って
、対応する符号化を拒否（拒絶））、検証入力１３４を提供することができる。ユーザ１
３０は、基礎コード１１０ａ－ｂ（例えば、ＸＭＬ要素４２２ａ－ｂ）が、ユーザ１３０
に直接表示されないと言う点、およびユーザ１３０はコード１１０ａ－ｂを直接編集せず
、コード１１０ａ－ｂに基づいて変更されたデータ１１２ａ－ｂおよび／または連結され
たテキスト１１８ａ－ｂの描画を表示または編集する、という点では、暗示的に、このよ
うな検証を実施することに注意する。
【００６６】
　ユーザ１３０が、符号化１０８ａ－ｂの描画１２８ａ－ｂの検証ステータスを示す検証
入力１３４を提供すると、検証サブシステム１３２は、ユーザ１３０によって提供された
検証入力１３４に基づいて、符号化１０８ａ－ｂの選択された特徴１４０の検証ステータ
スを特定する（ステップ２１６）。例えば、検証サブシステム１３２は、符号化１０８ａ
の描画１２８ａの検証ステータスに基づいて、符号化１０８ａの特徴１４０の検証ステー
タスを特定する。
【００６７】
　例えば、ユーザ１３０が、テキスト「ペニシリン」は、アレルギーの符号化を表してい
ないと決定すれば、ユーザ１３０は、描画３１０内のテキスト「ペニシリン」３１８を選
択して、テキストの形式を太字以外に変更することができる。検証サブシステム１３２（
ステップ２１６）は、この入力（描画１２８ａを直接検証する）を、ユーザ１３０による
、符号化１０８ａの「アレルギー」特徴の検証ステータスは「正しくない」、したがって
規定のペニシリン符号化はアレルギー源として符号化されるべきではない、という指示と
して解釈することができる。ペニシリンの元の符号化をアレルギー源として認めないこと
に応答して、システム１００は、アレルギー源符号化からペニシリン符号化を削除するこ
となどによって、ペニシリン符号化と対応するアレルギー源符号化の間の関係を無効にす
ることができる。
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【００６８】
　同様に、テキスト「ペニシリン」３１８が、描画３１０で太字テキストとして表示され
ていなければ、ユーザ１３０は、テキスト「ペニシリン」３１８を選択して、テキストの
形式を太字に変更することができる。これに応答して、検証サブシステム１３２（ステッ
プ２１６）は、符号化１０８ａの「アレルギー源」特徴の検証ステータスが「正しくない
」ので、基礎のペニシリン符号化はアレルギー源として符号化される、と決定することが
できる。これに応答して、システム１００は、ペニシリン符号化をアレルギー源として符
号化することができる。
【００６９】
　これらのどちらの例も、システム１００によって、ユーザ１３０は、自動符号化技術を
使用して、「アレルギー」符号化の「アレルギー源」特徴等、特に最初に誤って符号化さ
れやすい、符号化の一定の特徴を検証することができる。ユーザ１３０に、このような特
徴を検証するように問い合わせて、正しくなければ、ユーザ１３０がこのような特徴の符
号化を修正できるようにすることによって、符号化１０８の正確性が全体的に向上する。
【００７０】
　さらに、これらの技術は、符号化の別の特徴のユーザの検証に基づいて、符号化のある
特徴の正しさまたは不正さを推論するために使用することができる。より一般的には、こ
れらの技術は、符号化の１つの特徴のユーザの検証に基づいて、全体の符号化の正しさを
推論するために使用することができる。例えば、図２に示されているように、ステップ２
１８では、検証サブシステム１３２は、描画１２８の検証ステータスに基づいて、符号化
１０８の検証ステータス（ステップ２１４で特定）、および／または符号化１０８の特徴
１４０の検証ステータス（ステップ２１６で特定）に基づいて、符号化１０８の検証ステ
ータスを特定することができる。
【００７１】
　例えば、ユーザ１３０が、太字テキスト３１８（「ペニシリン」）の形式を太字以外の
テキストに変更しなければ、ユーザ１３０は、基礎の符号化１０８ａの第１の特徴を、基
礎の「ペニシリン」符号化は、アレルギー源として正しく符号化されている、と検証する
ことになる。システム１００は、符号化１０８ａの第２の特徴も正しい、つまり、ペニシ
リン（＜薬物＞符号化で符号化できる）は、その他の物質ではなく正しいアレルギー源で
ある、と想定することができる。システム１００は、第１の特徴の検証およびこの想定か
ら、第２の特徴が正しい、基礎のアレルギー符号化１０８ａは正しい、と推論することが
できる。
【００７２】
　ステップ２１４でユーザ１３０によって提供される検証ステータスの指示は、ユーザ１
３０によって提供される明示的入力の形を取る必要はない。代わりに、検証サブシステム
１３２は、ユーザ１３０による入力がないことを、検証ステータスの指示として解釈する
ことができる。例えば、図３Ａの描画３００に関して上記で説明したように、ユーザ１３
０が、ペニシリンアレルギー符号化１０８ａの描画３０４ａが正しくないと決定すれば、
ユーザ１３０は、対応するチェックボックス３０２ｅをチェックしないままにすることが
できる。検証サブシステム１３２は、ユーザ１３０によるこの動作を、ユーザ１３０が検
証ステータスを「不正」または「未検証」として指示したと解釈することができる。同様
に、検証サブシステムは、図３Ｂの描画３１０のテキストの太字を変更しないというユー
ザの決定は、符号化１０８ａ－ｂが正しいと解釈することができる。
【００７３】
　ユーザ１３０によって提供される指示は、描画１２８ａの検証ステータスに加えて、情
報を含むことができる。例えば、入力１３４は、検証サブシステム１３２が、符号化１０
８ａの内容を修正するために使用する情報を含むことができる。発話のオーディオストリ
ーム１０２の例は、「摂氏三十七点ニ度」という語句の記録を含むが、これは、連結され
たテキスト１１８ａでは誤って「３５．２℃」と転写されている、と想定する。従って、
符号化１０８ａのデータ１１２ａは、データ値３５．２℃を含む、とさらに想定する。ユ
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ーザ１３０が、テキスト「３７．２℃」と置換することによって、描画１２８ａのテキス
ト「３５．２℃」を編集すると、検証サブシステム１３２は、連結されたテキスト１１８
ａを置換しテキスト「３７．２℃」と、データ１１２ａを３７．２℃という数値で置換す
ることもある。この例が示すように、検証入力１３４は、データ１１２ａの検証ステータ
スだけでなく、データ１１２ａに対して行われた変更も示す入力を含むことができる。同
じことは、図５に示された任意の要素など、符号化１０８ａのその他の任意の要素にも適
用する。
【００７４】
　検証サブシステム１３２が、符号化１０８ａの選択された特徴１４０、およびまたは符
号化１０８ａ全体の検証ステータスを特定すると、検証サブシステム１３２は、その検証
ステータスの記録１３６ａを保管することができる（ステップ２２０）。図１に示された
例では、検証サブシステム１３２は、符号化１０８ａ内、筆記録１０６自体に記録１３６
ａを保管する（図５でさらに説明）。
【００７５】
　例えば、検証処理２００が、筆記録１０６の全ての符号化１０８ａ－ｂを実施すると、
アレルギー源を符号化する文書１０６の符号化は、見直し処理２００では太字で、ユーザ
１３０によって編集されなかったので、正しく、人間によって検証されたと想定すること
ができる。このような符号化では、検証サブシステム１３２は、検証ステータスフィール
ド１３６に、「正しい、人間によって検証」の値を保管することができる。この例が説明
するように、検証ステータスフィールド１３６ａは、「正しい」または「正しくない」の
バイナリ値だけしか保管せず、符号化１０８ａが人間によって、または自動処理によって
検証されたかどうかなど、符号化１０８ａの検証ステータスに関する追加情報は含まない
場合がある。
【００７６】
　検証サブシステム１３２は、符号化１０８の検証に関する追加情報を記録することがで
きる。例えば、検証サブシステム１３２は、ユーザ１３０によって提供される検証指示の
タイプの記録５０４ａ（図５）を保管することができる。例えば、記録５０４ａは、明示
的入力１３４（マウスのクリック等）の形の動作を実施することによって、ユーザ１３０
が符号化１０８ａを検証したかどうか、あるいは、検証サブシステム１３２が、ユーザが
何も行わないことから（例えば、ユーザの決定は、図３Ｂの描画３１０のテキスト３１４
の形式を変更しない）検証ステータス１３６ａを推論したかどうか、を示すことができる
。
【００７７】
　さらに、開示された一定の例では、ユーザ１３０は、符号化１０８の描画１２８ａ－ｂ
に基づいて、暗示的に符号化１０８を検証するが、システム１００は、符号化１０８ａ－
ｂ（コード１１０ａ－ｂを含む）をユーザ１３０に表示して、ユーザ１３０が符号化１０
８ａ－ｂを明示的に検証することができる。例えば、描画１２６は、図４Ｃに示された構
造化文書４２０と、図３Ａと３Ｂに示された描画３００と３１０のうちの１つ等、対応す
る描画を横にならべて表示することを含むことができる。ユーザ１３０は、次に、文書４
２０を直接編集することによって、あるいは、上記のように描画を使用することによって
、符号化１０８を検証するかどうかを選択することができる。検証サブシステム１３２は
、符号化１０８ａを検証するためにユーザ１３０が使用した方法がどれであるかを示す記
録５０６ａ（図５）を符号化１０８ａに保管することができる。例えば、記録５０６ａは
、ユーザ１３０が文書４２０を編集することによって（図４Ｃ）符号化１０８ａを検証し
た場合は、「明示」の値を含むことができる。あるいは、ユーザ１３０が、文書４２０の
描画に基づいて（例えば、図３Ａと３Ｂの描画３００や３１０）符号化１０８ａを検証し
た場合は、「暗示」の値を含むことができる。．
【００７８】
　さらに、１つの符号化を検証すると、別の符号化が検証されたことを暗示的に示す場合
がある。例えば、あるレベルの汎用性で特定の符号化を検証すると、下位のレベルの汎用
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性（つまり、特定度が高い）の符号化も検証したことを暗示的に示すことができる。例え
ば、「ペニシリンが蕁麻疹を起こす」と言うテキストの符号化が（一般的な）「薬物アレ
ルギー」として正しく符号されていることを検証すると、符号化は「ペニシリンアレルギ
ー」（より特定される）としても正しく符号化されていることを暗示的に示すことができ
る。従って、ユーザ１３０が、より特定の符号化を含む一般的な符号化を検証すると、検
証サブシステム１３２は、より特定な符号化も人間によって検証されたと推論して、その
特定の符号化の検証ステータスの記録を保管することができる。さらに一般的には、ある
符号化の検証ステータスは、２つの符号化の関係に依存する派生の性質によって、別の符
号化の検証ステータスを派生するために使用することができる。
【００７９】
　従って、符号化１０８ａの検証ステータス１３６ａは、チェーンを形成するその他１つ
以上の符号化の検証ステータス（および／またはその他の特徴）から得られる推論に基づ
いて、生成することができる。検証サブシステム１３２は、符号化１０８ａの検証ステー
タス１３６ａが派生した、符号化のチェーンの記録（例えば記録５０８ａ）を保管するこ
とができる。例えば、符号化１０８ａが、ペニシリンアレルギーに対する符号化のユーザ
の直接検証に基づいて検証されると推論された薬物アレルギーに対する符号化（またはこ
の反対）であれば、検証サブシステム１３２は、符号化１０８ａの検証チェーン５０８ａ
記録に、ペニシリン符号化に対するポインタを保管することができる。ユーザ１３０が、
符号化１０８ａを直接検証すれば（つまり、符号化１０８ａの検証ステータス１３６ａが
その他の符号化から推論されたものでなければ）、検証チェーン記録５０８ａは、ヌル値
を含むことができる。
【００８０】
　検証処理２００の最後で、異なる符号化１０８は異なる検証スタータスを有することが
できる。例えば、いくつかの符号化は、符号化の描画に基づいて、人間によって検証され
ているが、その他は、符号化自体に基づいて、人間によって検証されている。今説明した
ように、符号化１０８が検証された手法のこれらおよびその他の態様は、符号化１０８自
体に記録（図５に示したように）、および／または筆記録１０６のどこかに記録すること
ができる。この情報は、多様な目的で使用することができる。
【００８１】
　検証処理２００が、符号化１０８ａ－ｂの全てに対して完了すると、アレルギー源を記
述する筆記録１０６の全てのテキストは、さらに、太字テキストで書き込まれたと想定す
ることができる。転写システム１０６によって検出されたが、その後ユーザ１３０によっ
て編集された、あるいは、それまで太字ではなかったテキストを太字にすることによって
、ユーザ１３０によって追加されたアレルギー源に対しては、検証サブシステム１３０は
、「副作用のアレルギー」に対するコードを添付するが、人間がさらに見直しをしないと
、特定のアレルギー源に対してはこのコードを添付しない。ユーザ１３０が、符号化１０
８に対応するテキストの太字を取り消すと、検証サブシステム１３２は、応答して、筆記
録１０６から対応する符号化を削除することができる。
【００８２】
　この結果、検証処理２００が完了すると、（１）アレルギー陽性反応に対する全てのア
レルギー源は、筆記録１０６である形で符号化される（少なくとも、一般的コード「副作
用のアレルギー源」）、（２）これらのアレルギー源だけはこの手法で符号化される（つ
まり、誤検知なし）、および（３）ほとんどのアレルギー源は特定のアレルギー源コード
で注釈される（システムに検出されていないコード）、この特定の符号化がないことは明
示的であり、必要に応じて、その他に対しても追加することができる。図３Ａに示された
描画３００を使用する場合、「食物アレルギー」または「薬物アレルギー」のいずれかと
してのアレルギー源の分類が検証されるが、図３Ｂに示された描画３１０を使用する場合
、「食物アレルギー」または「薬物アレルギー」としてのアレルギーの分類は未検証のま
まである。
【００８３】
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　本発明の利点には、以下のうち１つ以上が存在する。一般的に、符号化１０８ａ－ｂを
人間によって検証できるようにすることによって、文書１０６は、統計的に作成された信
頼基準に基づいて、従来の自動技術を使用して検証された文書よりも高い信頼性の上に作
成できるようになる。開示された技術は、ユーザ１３０にコード１１０ａ－ｂを表示せず
に、符号化１０８を検証できるようにすることによって、検証処理を促進する。代わりに
、符号化１０８は、対応する連結されたテキスト１１８ａ－ｂが描画される手法を変更す
るために使用される。次に、ユーザ１３０は、描画１２６に基づいて符号化１０８の特徴
を検証するが、これは、コード１１０ａ－ｂ自体を理解する訓練を受けていない医学の転
写士等のように、技術的な訓練を受けていないユーザにも容易に理解できるように設計さ
れる。コード１１０ａ－ｂの検証を促進することに加えて、人間のユーザにより実施され
る検証は、一般的に、統計的に作成された信頼基準に基づいてソフトウェアによって自動
的に作成される検証よりも信頼性が高いので、この処理は、結果の検証ステータスの信頼
性を向上させる。
【００８４】
　本発明の実施形態の別の利点は、筆記録１０６の符号化１０８とテキスト１１６が、個
別のステップではなく、統合された処理によって検証できることである。上記のように、
例えば、ユーザ１３０が対応する連結されたテキスト１１８ａの正確性を検証するのと同
時に、ユーザ１３０は、符号化１０８ａの正確性を検証することができる。システム１０
０は、例えば、ユーザ１３０が、テキスト１１６の正確性（テキスト１１６を発話のオー
ディオストリーム１０２の語句に比較することによって）と、符号化１０８ａ－ｂの正確
性の両方を検証する場合に対応して、ユーザ１３０に、発話のオーディオストリーム１０
２を再生することができる。これによって、より効率的な検証処理になり、低コストで既
存の転写ワークフローに統合される符号化１０８の検証をすることができる。テキスト１
１６に対して、ユーザ１３０により示された検証ステータスは、符号化１０８の検証ステ
ータスが符号化１０８に保管される方式に類似の方式で、筆記録１０６に保管することが
できる。
【００８５】
　単一の指示（例えば、動作の有り無し）を使用して、符号化と符号化に対応する連結さ
れテキストの両方を検証することができることに注意する。例えば、ユーザ１３０によっ
て、筆記録の描画１２６のテキストを編集しない、または形式を変更しないことが決定さ
れると、検証システム１３２は、テキストは、発話のオーディオストリーム１０２の正確
な筆記録であること、および、対応する符号化はテキストを正確に符号化していること、
の両方を示す、と解釈することができる。
【００８６】
　本発明の実施形態のさらなる利点は、ＸＭＬ要素の形のように、符号化が正しいという
信頼度が、符号化自体に明示的に記録できるようになる点である。信頼レベルのこのよう
な符号化の例は、派生タイプフィールド５０２ａ（例えば、コード１１０ａが自動的に派
生または手動で派生されたかどうかを示す）、指示タイプフィールド５０４ａ（例えば、
ユーザ１３０が明示的入力または入力をしないことにより、検証ステータス１３６ａを提
供したかどうかを示す）、検証タイプフィールド５０６ａ（例えば、ユーザ１３０が、符
号化１０８ａを編集することにより直接的に、あるいは、符号化１０８ａの描画１２８ａ
を検証することにより間接的に符号化１０８ａを検証したかどうかを示す）、および、検
証チェーンフィールド５０８ａ（符号化１０８ａがその他の符号化の検証の演繹的チェー
ンによるかどうかを示す）である。
【００８７】
　このような符号化は、多様な方法で信頼のレベルを反映するように解釈することができ
る。例えば、自動的に派生した符号化は、手動で派生した符号化よりも低いレベルの信頼
を割り当てることができる。明示的な入力を使用する検証された符号は、入力しないこと
により検証された符号よりも高いレベルの信頼を割り当てることができる。これらのコー
ドの直接編集によって検証された符号化は、符号化の描画によって検証された符号化より
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も高いレベルの信頼を割り当てることができる。また、符号化のチェーンによる演繹で検
証されたコードは、チェーンからの演繹なく、検証された符号化よりも低いレベルの信頼
を割り当てることができる。符号化１０８ａ－ｂの正確性における、これら、およびその
他の信頼のレベルの反映は、発話のオーディオストリーム１０２から抽出されたデータを
表す特定の符号化がアプリケーションの目的のための使用に適しているかどうかを、アプ
リケーションによって決定するために、個別または任意の組み合わせで、保管および使用
することができる。例えば、信頼性が高いデータを要求するアプリケーションは、信頼の
レベルが不十分とマークされたデータを排除することができる。
【００８８】
　さらに一般的に、医学およびその他の事実を符号化する文書は、多様な用途を有する（
使用事例）。例えば、データマイニングは、符号化文書の集合に対して実施することがで
きる。例えば、同じ基礎事実に対する同義語（例えば、「肺の炎症」と「肺炎」）の抽出
、および、否定や時勢の正しいスコーピングは、データマイニング結果の品質を顕著に向
上させて、クエリの作成を容易にすることができる。例えば、これらの技術を使用しない
と、「喫煙しない」、「患者は１日に２箱喫煙する」、および「患者は喫煙していたこと
がある」のようなエントリを含む自由形式のデータベースで、有効な喫煙者を全て特定す
るテキストクエリ作成することは非常に困難になる可能性がある。
【００８９】
　事実を符号化する文書は、報告／性能基準を生成するために使用することもできる。例
えば、自動または半自動抽出は、癌やその他のレジストリ、または、治療関連の実施基準
（例えば、必要に応じて、政府または納税者）に対するデータ要素の報告要件を満たす文
書等で実施することができる。
【００９０】
　符号化された文書のその他の使用例は、臨床決定サポート（例えば、医学報告書から取
られた証拠に基づいて、治療ポイントで医師をサポートする専門システム）、請求プログ
ラム、および電子医学記録データエントリ（例えば、自由形式テキストから抽出された事
実から、ＥＭＲシステムの個別のデータ要素を更新）を含む。
【００９１】
　本発明は、特定の実施形態について上記で説明したが、前述の実施形態は説明のために
提供されたものであって、本発明の範囲を制限または画定するものではないことを理解す
る。以下の、しかしこれらに限定されない、その他多様な実施形態も請求項の範囲内であ
る。例えば、説明された要素や構成要素は、同じ機能を実施するために、追加の構成要素
にさらに分割、または結合して構成要素を少なくすることができる。提供された一定の例
は、音声認識装置によって生成された文書が関与するが、これは、本発明の要件ではない
。そうではなく、開示された技術は、生成方法を問わず、任意の種類の文書に適用するこ
とができる。このような技術は、例えば、従来のテキスト編集機能を使用して入力された
文書と野結合において使用することができる。
【００９２】
　発話のオーディオストリームは、直接または間接的に受信した生のオーディオストリー
ム（電話またはＩＰ接続から）、または、任意の形式で任意の媒体に記録されたオーディ
オストリーム等、任意のオーディオストリームにすることができる。分散音声認識（ＤＳ
Ｒ）においては、クライアントは、オーディオストリーム上で処理を実施して、サーバに
送信される処理済みのオーディオストリームを作成して、サーバは、処理済オーディオス
トリーム上で音声認識を実施する。オーディオストリームは、例えば、ＤＳＲクライアン
トによって作成された処理済オーディオストリームにすることができる。
【００９３】
　本発明は、説明された分野（医学や法律分野など）に限定されず、任意の分野の任意の
種類の文書に一般的に適用される。さらに、本発明の実施形態において使用される文書は
、任意の機械読取可能形式で表現することができる。このような形式は、ＸＭＬのような
マークアップ言語で表現されるプレーンテキストの文書や構造化文書を含む。このような
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文書は、任意のコンピュータ読取可能媒体に保管することができ、任意の種類の通信チャ
ネルおよびプロトコルを使用して、送信することができる。
【００９４】
　説明された一定の例の中では、テキスト１１６が描画される方式は、コード１１０ａに
基づいていると説明されるが、テキスト１１６は、コード１１０ａおよび符号化１０８ａ
のその他の要素（図５に示された要素のうちのいずれか）の任意の組み合わせに基づいて
描画することができる。例えば、テキスト１１６が描画される方式は、コード１１０ａと
データ１１２ａの両方に基づいて変更することができる。
【００９５】
　図２に示された方法２００では、符号化１０８ａ－ｂの全ては、ユーザ１３０によって
描画され、検証されるが、これは必要要件ではない。例えば、一部の符号化１０８ａ－ｂ
は、文書１０６内だけで使用することができ、ユーザ１３０に描画することは不要である
。このような符号化は、検証処理２００が完了後に、「未検証」の検証ステータスのまま
にすることができる。
【００９６】
　発話のオーディオストリーム１０２は、ユーザ１３０に対して再生され、符号化１０８
の検証を支援することができるが、これは必要要件ではない。発話のオーディオストリー
ム１０２は、例えば、検証処理が口述している筆者自身によって実施される場合には、検
証処理２００で使用する必要はない。しかしながら、発話のオーディオストリーム１０２
を使用することによって、統合処理を使用して検証される符号化１０８とテキスト１１６
の正確性が実現する。
【００９７】
　筆記録１０６のテキスト１１６の全てを符号化する必要はない。つまり、一部のテキス
ト１１６は、対応するコードを有さない「フラットな」テキストの場合がある。さらに、
複数のコード１０８は、テキスト１１６の同じ部分に連結することができる。
【００９８】
　図５の符号化１０８ａ内に示された符号化１０８ａの任意の要素は、代わりに、符号化
１０８ａの外部にして、符号化１０８ａによって参照することができる。例えば、検証ス
テータス１３６ａは、符号化１０８ａの外側に保管して、符号化１０８ａによって参照す
ることができる。逆に、連結されたテキスト１１８ａは、符号化１０８ａによって参照す
る代わりに、符号化１０８ａ自体の内部に実装することができる。開示された機能を実施
するために、草稿筆記録１０６、符号化１０８、およびテキスト１１６を実装するその他
多様な方法は、当業者には明らかであり、本発明の範囲内である。
【００９９】
　図１と５に示された符号化１０８ａの簡単な構造は、例として示されているに過ぎない
。符号化１０８ａは、さらに複雑な構造を有することができる。例えば、符号化１０８ａ
は、単一のデータ要素１１２ａではなく、複数のデータ要素を含むことができる。さらに
、符号化１０８ａは、これ自体、その他の符号化を含むおよび／または参照することがで
きる。例えば、テキスト「蕁麻疹を発生させるペニシリンに対するアレルギー」に対応す
る符号化は、アレルギー源（ペニシリン）、副作用の種類（蕁麻疹）、および、アレルギ
ー源と反応両方へのリンクを含む概念に対する、その他の符号化を含む／参照することが
できる。別の例として、テキスト「左肩の痛み」に対応する符号化は、体の痛み（左肩）
、問題（痛み）および両方の関係（左肩の痛み）に対する符号化を含む／参照することが
できる。このコードの連結は、「後連携」と呼ばれる。
【０１００】
　説明された一定の例では、正確性が検証される特徴１４０は、単一符号化との関係を指
定するが、これは、本発明を限定するものではない。例えば、特徴は、１つの符号化とそ
の他２つの符号化との関係にすることができる。例えば、符号化Ａの特徴は、「ＡはＢは
Ｃ」という関係にすることができ、ＢとＣはどちらも符号化である。
【０１０１】
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　一定の参照は、複数の「データ」に対して行われているが（データ１１２ａやデータ１
１２ｂ等）、このような全ての参照は、単一データ要素に対しても参照されることを理解
する。例えば、データ１１２ａは、データ１１２ｂと同様に、単一のデータにすることが
できる。
【０１０２】
　上記の技術は、例えば、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれら
の任意の組み合わせに実装することができる。上記の技術は、プロセッサ、プロセッサに
より読取可能な記憶媒体（例えば、揮発性および非揮発性メモリおよび／または記憶要素
を含む）、少なくとも１つの入力端末、および少なくとも１つの出力端末を含むプログラ
ム可能なコンピュータ上で実行する１つ以上のコンピュータプログラムで実装することが
できる。プログラムコードは、説明した機能を実施して出力を生成するために、入力端末
を使用して入力された入力に適用される。出力は、１つ以上の出力端末に提供できる。
【０１０３】
　以下の請求項の範囲内の各コンピュータプログラムは、アセンブリ言語、機械語、高度
な手続きプログラム言語、またはオブジェクト指向のプログラム言語等、任意のプログラ
ム言語で実装することができる。プログラム言語は、例えば、コンパイルまたは変換され
たプログラム言語にすることができる。
【０１０４】
　このようなコンピュータプログラムの各々は、コンピュータプロセッサによって実行す
るために、機械読取可能な記憶端末で明白に実施されるコンピュータプログラム製品に実
装することができる。本発明の方法のステップは、入力を操作して出力を生成することに
より、本発明の機能を実施するコンピュータ読取可能媒体上に明白に実施されるプログラ
ムを実行するコンピュータプロセッサによって、実施することができる。適当なプロセッ
サは、例として、汎用および専用両方のマイクロプロセッサを含む。一般的に、プロセッ
サは、読取専用メモリおよび／またはランダムアクセスメモリから命令やデータを受信す
る。コンピュータプログラム命令を明白に実施するために適当な記憶端末は、例えば、Ｅ
ＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ，およびフラッシュメモリデバイスを含む、半導体メモリデバイ
ス等の全種類の非揮発性メモリ、内部ハードディスクおよび外付けディスク等の磁気ディ
スク、磁気光ディスクおよびＣＤ－ＲＯＭを含む。前述のいずれも、特別に設計されたＡ
ＳＩＣ（アプリケーション専用集積回路）またはＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ）によって補完、または組み入れることができる。コンピュータは、一般的に
、内部ディスク（非表示）または外付けディスク等の記憶媒体からプログラムやデータを
受信することもできる。また、これらの要素は、従来のデスクトップまたはワークステー
ションコンピュータ、さらに、説明した方法を実装するコンピュータプログラムを実行す
るために適したその他のコンピュータにも存在し、紙、フィルム、ディスプレイ画面また
はその他の出力媒体上にカラーまたはグレースケールのピクセルを作成することができる
、任意のデジタルプリントエンジンまたはマーキングエンジン、ディスプレイモニタ、ま
たはその他のラスター出力デバイスと組み合わせて使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に従い、発話から抽出されたデータを検証するため
のシステムのデータの流れ図である。
【図２】図２は、本発明の一実施形態に従い、図１のシステムにより実施される方法の流
れ図である。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の一実施形態に従い、筆記録の第１の描画を図説する。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の一実施形態に従い、図３Ａに描画される同じ筆記録の第２
の描画を図説する。
【図４Ａ】図４Ａは、本発明の一実施形態に従い、図１の発話のオーディオストリームで
話された語句を表現するテキストを示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本発明の一実施形態に従い、図１の発話のオーディオストリームの
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筆記録の描画を示す。
【図４Ｃ】図４Ｃは、本発明の一実施形態に従い、図４Ｂに描画される筆記録を表現する
構造化ＸＭＬ文書を示す。
【図５】図５は、本発明の一実施形態に従い、図１の符号化のうちの１つを詳細に示す。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図４Ｃ】 【図５】
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